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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年１月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（漁具） 

発生日時 平成２４年７月３０日 ０４時３５分ごろ 

発生場所 三重県鳥羽市答
とう

志
し

島北東方沖 

 鳥羽市所在の答志港１号防波堤灯台から真方位０３０°５,８５０

ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３４.９′ 東経１３６°５６.０′） 

事故調査の経過  平成２４年８月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 第五成怡
せ い い

丸、１３トン 

   ＡＣ２－４３４１（漁船登録番号）、個人所有 

   １７.１４ｍ（Lr）×４.４２ｍ×１.６５ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、５４０kＷ（動力漁船登録票による）、平成２

４年２月２日 

Ｂ 漁船 長生
ちょうせい

丸、１０トン 

   ＭＥ２－５１８３（漁船登録番号）、個人所有 

   １４.２０ｍ（Lr）×３.６５ｍ×１.２９ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、漁船法馬力数１２０、昭和６２年１月１７日

Ｃ 漁船 第二長生
ちょうせい

丸、９.１トン 

   ＭＥ２－５７５５（漁船登録番号）、個人所有 

   １５.００ｍ（Lr）×４.００ｍ×１.２９ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、５０２kＷ（動力漁船登録票による）、平成１

５年２月１３日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ５０歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免 許登録日 昭和５８年３月１日 

    免許証交付日 平成１９年１１月１９日 

           （平成２５年１月２７日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ４１歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免 許登録日 平成２年７月２５日 

    免許証交付日 平成２１年１２月１４日 
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           （平成２７年７月２４日まで有効） 

Ｃ 船長Ｃ 男性 ４７歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免 許登録日 昭和５９年１０月１９日 

    免許証交付日 平成２０年１２月１５日 

           （平成２６年１０月１８日まで有効） 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ なし 

Ｃ なし 

 損傷 Ａ 船底外板及びスケグに擦過傷 

Ｂ 航海計器及び機関等が水没により全損 

Ｃ なし 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか４人が乗り組み、答志島北東方沖に到着後、バ

ッチ網漁（２そうびき網漁）の網入れ場所を僚船と共に探索しながら

速力約５ノット（kn）で南東進していた。 

船長Ａは、Ａ船に向かって北西進して来る操業中のＢ船及びＣ船を

確認したため、網入れの場所を移動しようとしてＡ船の針路を思案し

たところ、Ａ船の左舷前方には３０隻以上の漁船群が密集していた

上、Ａ船がＢ船とＣ船の間に向いていたことから、両船の間を通り抜

け、Ｂ船の船尾後方約１００ｍを隔てて右に回頭する針路をとった。

船長Ａは、Ｂ船の引き綱の位置は日出前で視認できなかったが、Ｂ

船の船尾後方を約１００ｍ隔てて通過すれば、引き綱は海面下深くに

沈んでいるはずであり、衝突する虞はないと考えていた。 

船長Ａは、Ｂ船船尾後方を通過した直後の平成２４年７月３０日

０４時３５分ごろ僚船より無線でＢ船が転覆したという知らせを聞い

た。 

Ｂ船は、船長Ｂほか１人（以下「乗組員Ｂ」という。）が乗り組

み、答志島北東方沖に到着後、主網船であるＣ船と約２００ｍ隔てて

併走し、速力約２kn で北西進しながら０４時３０分ごろからバッチ網

漁（２そうびき網漁）の網入れを開始した。 

船長Ｂは、網入れを開始後、Ａ船を含む２隻の漁船がＢ船とＣ船の

間を通り抜け、船尾後方を通過した直後にＢ船側引き綱が水面を走る

のをブリッジで視認したため、慌ててブリッジから出て引き綱の切断

を試みたが切断できなかった。 

Ｂ船は、Ｂ船側引き綱に引きずられたのち、０４時３５分ごろ右舷

側に転覆した。 

船長Ｃは、僚船を救助に向かわせ、船長Ｂ及び乗組員Ｂを救出し

た。 

Ｂ船は、船底を上に向けた状態で僚船２隻にえい
．．

航されて鳥羽市大

答志漁港に帰港した。 
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本事故後において、潜水士によりＡ船を含む２隻の漁船の調査が実

施され、Ａ船の船底外板及びスケグに擦過傷が確認された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

日出時刻：０５時０２分ごろ 

 その他の事項 

 

船長Ａは、Ｂ船の船尾後方を通過した際にＡ船に衝撃がなかったこ

とから、引き綱と衝突したことに気付かなかった。 

Ｂ船は、本事故発生時、網入れを終え、引き綱（約３１５ｍ）を繰

出し中であり、まだ引き綱が海面に浮遊している状態であった。 

船長Ｂは、Ａ船がＢ船の引き綱に衝突する虞を感じていたが、汽笛

等の警告信号を発する手段がなく、警告を行うことができなかった。

船長Ｂ及び乗組員Ｂは、救命胴衣を着用していなかった。 

Ａ船及びＢ船は、漁業無線を装備していたが、所属漁業協同組合が

異なるために互いの周波数帯が異なり連絡方法がなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり、Ｃ なし 

Ａ なし、Ｂ あり、Ｃ なし 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ なし 

 Ａ船は、答志島北東方沖を南東進中、船長Ａが、前方よりＡ船に向

けて北西進して来る操業中のＢ船及びＣ船を視認し、Ｂ船の引き綱の

位置は日出前で視認できなかったものの、Ｂ船の船尾後方を約１００

ｍ隔てて通過すれば、引き綱は海面下深くに沈んでいるはずであり、

衝突する虞はないと考え、Ｂ船とＣ船の間を航行したのちにＢ船の船

尾後方を通過したことから、引き綱と衝突したものと考えられる。 

 Ｂ船は、答志島北東方沖を北西進中、船長Ｂが、前方より南東進し

て来るＡ船等を視認し、Ａ船がＢ船の引き綱に衝突する虞を感じてい

たものの、警告信号を発する手段がなく、航行を続けたことから、Ａ

船と引き綱が衝突した可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、日出前、答志島北東方沖において、Ａ船が南東進中、Ｂ

船が北西進中、船長Ａが、Ｂ船の船尾後方を約１００ｍ隔てて通過す

れば、衝突する虞はないと考え、Ｂ船とＣ船の間を航行したのちにＢ

船の船尾後方を通過し、また、船長Ｂが、Ａ船がＢ船の引き綱に衝突

する虞を感じていたものの、警告信号を発する手段がなく、航行を続

けたため、Ａ船とＢ船の引き綱とが衝突したことにより発生したもの

と考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・操業中の漁船団を確認した場合、多少迂回経路に時間を要しても

漁船団をまとめて避航すること。この場合、漁具の全長も考慮し

て避航すること。 
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・警告信号を発することができるよう、汽笛又は信号を行うことが

できる手段を備えて汽笛信号を励行すること。 

 




